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1. 研究の背景及び目的 

(1)背景 

   

 

 

 

 

(2)目的 

   造船設計の３次元化範囲が拡大し、原図・生技の下流設計の３次
元化のみならず、基本設計を中心とする上流設計ステージにおいても
３次元化が進展中 

    デザインスパイラルを主目的とする上流設計から現業の生産性向上を
目的とする下流設計までを一つの３Ｄ－ＣＡＤの機能でカバーすること
は非現実的 

   大島造船所を対象に、異機種ＣＡＤ間でのデータ連係共同研究を過
去2. ５年に渡って実施し、実用レベルのデータ交換を実現 

   常石造船を対象に変換対応範囲を広げると共に、一般的な運用を
睨んでシステムをチューンアップ 

・ 

・ 

・ 

・ 

   データ連係対象３Ｄ－ＣＡＤは、上流設計はＮＵＰＡＳ－ＣＡＤＭＡＴＩＣ、下流
設計はＭＡＴＥＳの各システムに限定 

   常石固有項目及び共通項目の拡張・調整 

- 

- 



研究名称 ： 造船設計における上流３D-CADと下流３D- 

         CADのデータ連係に関する研究開発そのⅡ 

 

研究期間 ： 2013年11月1日～ 2015年3月31日 

 

研究実施者 ： 三菱重工業株式会社 

          常石造船株式会社株 

アドバイザー ： 株式会社大島造船所 

          株式会社エスイーエー創研 

          株式会社CIMクリエーション 

事務局 ： 一般財団法人日本海事協会 

 

目的 ： 上流設計３D-CAD(NUPAS-CADMATIC)と 

        下流設計３D-CAD(MATES)の異なるデータ 

        様式の連係についての研究と開発 
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2. 実施体制 
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3. 作業項目及びスケジュール 

・スケジュールを以下に示す 
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4. 形状パターンの概要 

構造設計を行う場合、各社で定めた社内標準に従う。 

その中のスロット、BKT、骨の端部形状など標準形状を持つものを形 

状パターンとして登録し、構造定義(モデリング)の効率化を図っている。 

スロット＆
カラープ
レート 

ブラケット 

NUPASとMATESのそれぞれに同じ形状パター
ンを用意する。 

骨の端部
形状 
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4. 形状パターンの概要 

NUPASとMATESが持つそれぞれの番号(記号)を 

マッピングにより連係させデータの受け渡しを行う 

NUPAS MATES 

SLOT=106 

COLL.=744 

SLOT=S15 

COLL.=F66 

 

 

 

 

 

マッピング 

 

 

BKT=710 BKT=B1 

END=95 END=ES1 

中間 

ファイル 



5-1. 既存共通パターンの確認 

5-2. 各パラメータの見直し（既存共通分） 

5-3. ビジネスモデル船の形状パターン調査 

5-4. 追加総数とカバー率 
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5. 追加対象の形状パターン洗い出し 
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5-1. 既存共通パターンの確認 

・NUPASに追加が必要な形状パターンの洗い出しを実施 

大島プロジェクトで作成した形状パターン(共通分)を調査。 

99種 

633種 

常石プロジェクト用に形状パターンの見直しを実施。 

89種 

576種 
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5-1. 既存共通パターンの確認 

常石プロジェクト用に形状パターンの見直しを実施 

採用 

100/S14 715/T22 

11,12,13,14,15/EW5 

193/S62 706/F22 

16,17,18,19,20/EW6 

非採用 

標準に無いものは止める 
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5-1. 既存共通パターンの確認 

常石プロジェクト用に形状パターンの見直しを実施 

採用 非採用 

使用しないパターンは止める 
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5-2. 各パラメータの見直し（既存共通分） 

常石プロジェクト用に形状パターンの見直しを実施 

常石の標準値に変更 常石のデフォルト値に変更 
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5-3. ビジネスモデル船の形状パターン調査 

常石のビジネスモデルであるBulk Carrier/Tankerついて 

121種 

755種 

HANDYMAX 

(TESS58) 

KAMSARMAX 

アフラマックスタンカー 

MATESの形状パターン使用状況を調査。 
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5-4. 追加総数とカバー率 

常石プロジェクト用に見直し後の形状パターン数 

89種 

576種 

常石プロジェクトで必要な形状パターン数 

121種 

755種 
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5-4. 追加総数とカバー率 

以下を追加対象の形状パターンとする。 

32種 

179種 

常石標準形状を100％網羅 
追加179種中44種はタンカー用 
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6. 形状パターン追加状況 

・パターン追加の作業は完了 

既存 

形状パターン 

追加 

形状パターン 

全体に占める 

追加形状パターンの割合 形状パターン追加の進捗 

全179/179種（100％）完了 

進捗率 

100％ 

・既存形状パターンの見直しも完了 
 1. 標準値 

  2. デフォルト値 
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7. 形状パターン変換テスト 

7-1. 変換テストモデルの作成 

7-2. 変換結果 
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7-1. 変換テストモデルの作成 

・変換テストモデル 
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7-2. 変換結果 

・スロットの変換結果 

NUPAS 

属性情報 

MATES 

変換 
変換された属性情報 
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7-2. 変換結果 

・カラー(フィラー)の変換結果 

NUPAS 

属性情報 

MATES 

変換 

変換された属性情報 
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7-2. 変換結果 

・ブラケットの変換結果 

NUPAS 

属性情報 

MATES 

変換 

変換された属性情報 
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7-2. 変換結果 

・側面タイプブラケットの変換結果 

NUPAS 

属性情報 

MATES 

変換 

変換された属性情報 
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7-2. 変換結果 

・端部形状の変換結果 

NUPAS 

属性情報 

MATES 

変換 

変換された属性情報 
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8. まとめ 

・使用する形状パターンを100％カバーした。 

・変換テストの結果、各タイプとそのパラメータが 

 ほぼ正しく変換できていることを確認した。 

・総合テストで発生した不具合については全て 

 フィードバックし修正を行った。 

・整備を行ったパターンは以下の項目 

 スロット／カラー／ホール／スカラップ／BKT.／ 

 側面タイプBKT.／端部形状 

以上により、実用できる形状パターンの整備が完了した。 



以上 


